
期待と不安・・・今日から１年生（４月６日・弁華別小学校期待と不安・・・今日から１年生（４月６日・弁華別小学校））

ホームページアドレスホームページアドレス　http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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る
、
高
校
、

大
学
生
の

エ

ネ

ル

ギ
ッ
シ
ュ

な
活
動
力

を
活
用
す

る
と
と
も

に
、
多
く

の
町
民
が

ボ

ラ

ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
参
加

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
の
活
用

な
ど
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
確

保
や
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
行
う
事
業
へ
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
自
然
体
験
に
関
わ
る
実
践
情
報
や
自
然

の
事
象
を
広
く
紹
介
す
る
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
冊
子
の
作
成
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
北
海
道
医
療
大
学
が
持
っ
て
い
る
知
識

や
情
報
を
広
く
活
用
で
き
る
よ
う
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
連
携
事
業
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
��
�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
家
庭
は
愛
情
と
し
つ
け
を
と
お
し
て
人

間
形
成
を
培
う
場
で
あ
り
、
幼
稚
園
、
保

育
所
と
連
携
し
、
幼
児
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
情
報
や
、
保
護
者
自
身

の
学
習
啓
発
の
観
点
か
ら
登
園
日
や
地
域

行
事
の
親
子
参
加
な
ど
保
育
の
参
加
を
進

め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
期
を
、

よ
り
豊
か
に
過
ご
す
た
め
、
幼
稚
園
教

員
、
保
育
所
の
保
育
士
、
小
学
校
教
員
の

相
互
理
解
を
一
層
深
め
、「
遊
び
や
体
験

活
動
」
に
関
す
る
研
修
交
流
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
地
域
の
学
習
の
拠
点
と
し
て
学
校
施
設

を
開
放
し
、
学
校
・
地
域
相
互
の
教
育
力

の
活
用
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
地
域
の
教
育
資
源
の
教
材
化
や
多
様
な

人
材
を
活
用
し
た
教
育
活
動
を
進
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
実
践
の
成
果
が
広
く
生
か
さ
れ
る
よ

う
、
各
学
校
に
お
け
る
工
夫
を
凝
ら
し
た

広
報
活
動
や
教
育
委
員
会
広
報
紙
（
生
涯

学
習
だ
よ
り
）
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
防
災
や
安
全
に
関
す
る
情
報
を
学
校
・

地
域
が
共
有
し
、
地
域
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
防
犯
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
運
営
の
た
め
、
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－当別町生涯学習推進計画－
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�
�

�
子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
持
つ
親
に
対

し
、
的
確
に
対
応
で
き
る
人
材
の
確
保
や

養
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
自
主
的
サ
ー

ク
ル
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

�
父
親
の
子
育
て
に
関
わ
る
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
父
親
が
参
加
し
や
す
い
場
の
設
定
を

具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

�
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
活
動
内
容
を
紹

介
す
る
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

に
よ
り
、
子
育
て
中
の
親
な
ど
へ
の
周
知

に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境

を
め
ざ
し
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、
子
育
て

講
演
会
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
「
道

民
家
庭
の
日
」
に
関
わ
る
具
体
的
な
啓
発

活
動
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
子
育
て
環
境
の
地
域
的
な
格
差
を
な
く

し
、
親
同
士
の
情
報
交
換
や
交
流
を
一
層

深
め
る
た
め
、
学
校
施
設
や
公
民
館
な
ど

既
存
施
設
を
有
効
利
用
し
た
、
拠
点
と
な

る
場
の
設
定
を
検
討
し
ま
す
。

�
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
「
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」
や
保
育
所
の

一
部
ル
ー
ム
開
放
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
��
�
�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�

�
地
域
の
子
ど
も
会
な
ど
を
と
お
し
、
保

護
者
や
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
深

め
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
森
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
自

然
体
験
事
業
や
野
外
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
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学
校
評
議
員
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
今
後
も
推
進

す
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
体
制
づ
く
り

や
教
職
員
の
研
修
活
動
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
各
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

自
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
評
価
を
行

い
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
改
善
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
学
校
評
価
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
�
�
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
教
職
員
の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
、
教

育
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
自
主
的

研
修
活
動
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
学
習

指
導
や
評
価
に
つ
い
て
研
修
を
進
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
行
う
た
め
、

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
少
人
数

指
導
、
教
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
な
ど
の

充
実
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
体
験
的
な
学
習
活
動
を
進
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	�
�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�

�
幼
小
中
一
貫
し
た
相
談
・
支
援
体
制
の

整
備
と
連
携
の
充
実
に
努
め
ま
す

�
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
就

学
、
進
路
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
福
祉
、
医
療
、
保
健
な
ど
関
係
各
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

�
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
支
援
す
る
特
別

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
介
助
員
の
配

置
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
を
検
討

し
ま
す
。

�
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
育

む
た
め
の
支
援
・
教
育
に
関
す
る
理
解
啓

発
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
町
内
特
殊
学
級
合
同
体
験
学
習
会
の
定

期
的
開
催
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

�
特
別
支
援
教
育
体
制
を
支
え
る
専
門
性

の
強
化
と
研
修
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
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�
社
会
奉
仕
体
験
活
動
、
自
然
体
験
活

動
、
職
業
体
験
活
動
な
ど
を
と
お
し
、
思

い
や
り
の
心
や
規
範
意
識
を
育
む
体
験
活

動
を
奨
励
し
支
援
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
や
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
青
少
年
育

成
団
体
活
動
に
対
す
る
支
援
と
積
極
的
な

活
用
を
進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
地
域
の
人
た

ち
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
た

め
、
放
課
後
・
週
末
を
活
用
し
、
子
ど
も

達
が
体
験
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
小
・
中
・
高
校
と
の
連
携
を
図
り
、
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
な
ど
リ
ー

ダ
ー
養
成
機
会
の
充
実
と
積
極
的
な
活
用

を
進
め
ま
す
。

�
�
�
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�
�
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�
社
会
の
変
化
や
技
術
革
新
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
民
間
教
育
機
関
な
ど
と
連
携

し
た
「
リ
カ
レ
ン
ト
」
教
育
の
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
得
た
知
識
、
技
能
な
ど

が
地
域
全
体
に
生
か
さ
れ
る
方
針
を
検
討

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
成
人
層
の
自
発
的
な
学
習
活
動
を
促
す

た
め
、
北
海
道
医
療
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
学
習
講
座
の
開
催
や
町
民
自
ら
の
企

画
、
立
案
に
よ
る
「
町
民
自
主
企
画
講
座
」

の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
女
性
の
活
動
は
趣
味
、
教
養
、
ス
ポ
ー

ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
幅
広
く
社
会
参

加
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
団

体
連
絡
協
議
会
な
ど
、
女
性
団
体
活
動
に

対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。
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�
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
参
加
で
き
る
よ
う
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
理
念
の
普
及
啓
発
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と

も
に
個
人
の
能
力
に
応

じ
た
活
動
機
会
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
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��
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�
�

�
町
民
の
自
主
的
な
芸
術
活
動
を
促
進
す

る
た
め
、
鑑
賞
活
動
と
発
表
展
示
の
核
と

な
る
場
の
提
供
や
活
動
の
後
援
に
努
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
各
種
文
化
団
体
の
活
動
内
容
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、
広
報
活

動
に
一
層
努
め
ま
す
。

�
各
種
文
化
団
体
を
、
一
定
期
間
紹
介
す

る
「
日
」
の
設
定
な
ど
、
よ
り
芸
術
文
化

に
参
加
し
や
す
い
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
子
育
て
中
の
親
な
ど
、
学
習
機
会
の
確

保
を
図
る
観
点
か
ら
、
幼
児
の
一
時
保
育

事
業
や
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
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ど
、
支
援
体
制
を
具
体
的
に
研
究
し
ま

す
。

�
障
害
を
持
つ
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
・

文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の
普
及
啓
発
を
積
極

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
障
害
に
応
じ
た

活
動
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
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�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�

�
歴
史
研
究
専
門
員
や
歴
史
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
計
画

的
な
資
料
収
集
や
保
存
展
示
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
自
分
の
町
や
地
域
の
歴
史
に
関
心
、
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
特
色
あ
る
歴

史
マ
ッ
プ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
作
成

に
よ
り
、
広
く
住
民
の
理
解
を
図
り
、
当

別
の
歴
史
と
伝
統
文
化
の
継
承
に
努
め
ま

す
。

�
�
�
�
�
�
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�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
各
学
校
図
書
室
に
専
任
司
書
の
配
置
を

検
討
し
ま
す
。

�
各
学
校
図
書
室
や
北
海
道
医
療
大
学
、

公
民
館
、
西
当
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
の
各
図
書
室
を
有
機
的
に
連
携
す
る

サ
ー
ビ
ス
網
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

�
高
齢
者
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る

町
民
な
ど
に
配
慮
し
た
図
書
サ
ー
ビ
ス
に

努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
呼
び

か
け
、
書
誌
デ
ー
タ
の
作
成
を
計
画
的
に

進
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、
図
書
・

視
聴
覚
資
料
な
ど
の
収
集
お
よ
び
提
供
に

努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
�
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�


�
�

�
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
に
立
ち
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
構
想
を
視
野
に

入
れ
、
年
代
の
枠
を
超
え
た
一
つ
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害

者
を
含
め
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
、
体
制
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
活
動
内
容
が

分
か
る
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

を
行
い
、
多
く
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
機
会
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

�
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
一
定
期
間
紹
介

す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
週
間
」
の
設
定
な
ど
、

よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
や
す
い
方
策
を

検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
需
要
に
対
応
し
、
総

合
体
育
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
利
用
と
合
わ
せ
、
学
校
体
育

館
、
プ
ー
ル
、
屋
外
グ
ラ
ン
ド
な
ど
学
校

施
設
の
活
用
拡
充
と
地
域
の
利
便
性
に
配

慮
し
た
利
用
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
子
育
て
中
の
親
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
機
会
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
幼
児
の

一
時
保
育
事
業
や
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
用
な
ど
、
支
援
体
制
を
具
体
的
に
研
究

し
ま
す
。

�
障
害
を
持
つ
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
の

普
及
啓
発
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
障
害
に
応
じ
た
活
動
機
会
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
学
校
施
設
を
教
室
、
図
書
室
な
ど
も
含

め
、
地
域
社
会
の
子
ど
も
や
大
人
の
学

習
、
交
流
の
場
と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
拠
点
と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
公
民
館
や
学
校
図
書
室
な
ど
既
存
施
設

を
有
効
活
用
し
た
、
学
社
連
携
・
融
合
の

拠
点
と
な
る
場
の
設
定
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
地
域
に
有
す
る
多
様
な
能
力
を
学
校
教

育
に
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
人

材
情
報
を
一
元
的
に
登
録
し
、
共
有
化
す

る
な
ど
の
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
体
験
活
動
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
町
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
防
災
や
安
全
に
関
す
る
情
報
を
学
校
・

地
域
が
共
有
し
、
地
域
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
防
犯
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
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��

計
画
書
は
、
教
育
委
員
会
、
総
合

体
育
館
、
公
民
館
に
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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３
月　

日
に
新
篠
津
村
役
場
で
、
３
町

26

村
長
会
議
が
開
か
れ
、
当
別
・
月
形
・
新
篠

津
任
意
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と

い
う
。）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
篠
津
村
長
か
ら��
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�
�


�
�
�
�
と
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
当
別
町
長
は
、
次
の
説
明
を
し
ま

し
た
。
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と
、
協
議
会
の
存
続
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

月
形
町
長
は
、「
自
立
宣
言
し
、
合
併
協
議
に
加

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
立
場
に
あ
る
の
で
、
当
別
町
と

新
篠
津
村
の
判
断
に
委
ね
る
が
、
協
議
会
の
取
扱
い

と
今
後
の
合
併
協
議
に
つ
い
て
、
月
形
町
住
民
に
説

明
し
協
議
を
行
う
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
協
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て
結

論
が
出
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
で
協
議
し
た
後
、
４

月
下
旬
以
降
に
再
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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当
別
町
は
、
３
月
７
日
か
ら
各
町
内
会
の
総
会
に

出
向
き
、「
市
町
村
合
併
の
検
討
経
緯
（
月
形
町
の
申

入
れ
を
含
む
）
と
今
後
の
基
本
的
な
考
え
方
」
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
月
形
町
と
の
合
併
協
議
を
再
開

す
る
こ
と
に
理
解
を
い
だ
だ
き
、
合
併
の
是
非
を
判

断
す
る
た
め
に
も
、
月
形
町
と
新
篠
津
村
と
の
３
町

村
に
よ
る
法
定
合
併
協
議
会
が
設
置
で
き
る
よ
う
、

当
別
町
は
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

�
�
�
�
�
�

�������　まちづくり推進課
（� 3 － 3073/� 5 － 5555)

����������

　１９２７年ころイギリスで始まったとされるオープンガーデンは、個人
の庭を一般に公開することです。近年のガーデニングブームですっか
り定着し、特に恵庭市の「恵み野地区」は有名です。

� �����������������������������������������

��������	
���
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� ��������������������������������������

　オープンガーデンマップに掲載する参加者のお庭の写
真が必要です。写真がない場合は、後日撮影します。
（マップは役場、ゆとろ、公民館、白樺・西当別コミュ
ニティーセンターなどで希望者に配布します。）

�������������

　花による美しいまちづくりを
進めるために、今年度も「オープ
ンガーデン」を実施します。あな
たのお庭を公開して、コミュニ
ケーションの場にしませんか。

���������	
��
�������

�����　６月～９月の期間
中にコミュニケーションの場
として、花壇などを公開できる
個人または団体。

�����　５月２１日までに電
話か�でお申し込みください。

質
問
、
ご
意
見
は
、
企
画
課
（�
３
―
3
0
4
2
）
へ
。



���������

　

今
日
は
娘
夫
婦
が
太
美
に
マ
イ

ホ
ー
ム
を
建
て
完
成
し
た
の
で
身
内

だ
け
で
さ
さ
や
か
な
お
祝
い
を
し

た
。

　

敷
地
が
割
り
合
い
広
い
の
で
記
念

に
植
樹
を
し
て
や
る
こ
と
に
し
た
。

２
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

の
木
を
二
人
の
孫
に
一
本
づ
つ
と
考

え
て
買
っ
て
来
た
。

　

ま
だ
何
も
な
い
敷
地
の
片
隅
に
小

さ
な
孫
達
に
も
手
伝
わ
せ
て
一
緒
に

植
え
た
。

　

我
が
家
で
は
昔
か
ら
代
々
子
供
の

数
だ
け
い
ろ
ん
な
木
が
あ
っ
て
、
私

は
小
学
五
、
六
年
頃
か
ら
毎
年
祖
父

に
ス
モ
モ
と
ナ
シ
の
木
の
根
元
に

�
コ
ヤ
シ�
を
ま
く
の
を
手
伝
わ
さ

れ
た
。
都
会
か
ら
馬
車
で
田
舎
の
畑

に
コ
ヤ
シ
を
運
ん
で
い
た
時
代
だ
っ

た
が
、
祖
父
と
二
人
で
肥
桶
を
か
つ

い
で
い
る
姿
を
友
達
に
見
ら
れ
た
ら

恥
し
い
と
思
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
女
の

子
に
で
も
見
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
考
え
て
大
き
め
の
麦
わ
ら
帽
子
を

お
も
い
切
り
深
く
か
ぶ
っ
て
誰
も
来

な
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
。

　

然
し
だ
ん
だ
ん
成
長
し
て
か
ら
考

え
て
み
る
と
祖
父
は
私
を
小
さ
い
時

か
ら
特
別
に
仕
込
も
う
と
思
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
事
を
体
験
さ
せ
て
く
れ
た

事
に
気
づ
い
た
。
あ
じ
瓜
や
西
瓜
の

も
ぎ
方
、
山
で
コ
ク
ワ
の
実
の
探
し

方
や
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
等
、
小
さ

い
時
に
何
で
も
教
え
て
く
れ
た
の
は

と
て
も
有
難
い
事
だ
っ
た
。

　

こ
の
孫
達
は
毎
年
宝
石
の
よ
う
な

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
つ
い
ば
ん
で
、
や
が

て
美
し
い
乙
女
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

生
れ
た
時
か
ら
各
地
を
転
々
と
し

て
狭
い
公
宅
住
い
だ
っ
た
の
が
、
初

め
て
自
分
の
部
屋
を
与
え
ら
れ
て
う

れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
ら
し
く
、
ま

だ
殺
風
景
な
部
屋
な
の
に
、
み
ん
な

に
早
く
見
て
ほ
し
い
と
大
声
で
案
内

し
て
い
た
。

　

当
別
町
で
は
昨
年
は　

戸
の
住
宅

４１

が
建
っ
た
が
、
新
築
し
た
家
庭
は
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
い
夢
が
い
っ
ぱ
い
の

事
と
思
う
。

　

今
年
は
も
っ
と
も
っ
と
沢
山
マ
イ

ホ
ー
ム
が
建
っ
て
ほ
し
い
。

�
��
�
���
��
�
�

��

��

　

国
は
、
新
た
な
水
田
農
業
シ
ス
テ
ム
構
築
の

た
め
、
研
究
会
で
1
年
か
け
て
検
討
し
た
結
果
、

平
成　

年　

月
に
平
成
の
大
改
革
と
な
る
「
米

１4

12

政
策
改
革
大
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
中

で
は
、�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
し
、
売
れ
る
量
を
基
本
と

し
て�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
遅
く
と
も
平
成

　

年
に
は
農
業
者
・
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な

２0る
取
り
組
み
に
転
換
し
よ
う
と
推
進
し
て
い
ま

す
。
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��������������������������������������������������
�
�
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�

　
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
�

　

こ
う
し
た
中
で
、
農
業
関
係
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
る
、
当
別
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
が

中
心
と
な
り
「
当
別
町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
は
、
当
別
町
内
の
個
々
の
農
業
経
営

者
の
様
子
を
分
析
し
、
地
域
農
業
の
見
直
し
や
、

農
業
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
行
う
た
め
に
、
農
業
者
、

農
業
者
団
体
、
行
政
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、

実
際
に
将
来
と
も
継
続
的
に
農
業
経
営
を
営
む

こ
と
の
で
き
る
農
業
者
を
「
担
い
手
」
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
担
い
手
を
大
別
す
る
と�
�

�
�
�
�
（
農
業
経
営
の
改
善
計
画
の
認
定
を

受
け
た
者
）�
�
�
�
�
�
�
（
将
来
法
人
化

を
め
ざ
す
団
体
）・�
�
�
�
�
�
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
国
の
新
た
な
制
度「
産
地
づ
く
り

交
付
金
」
を
活
用
し
て
育
成
し
て
行
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

当
別
町
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
基
本
的
に
農

家
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
作
物
生

産
か
ら
販
売
の
将
来
方
向
を
明
確
に
し
、
農
業

関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
す
る
こ
と

で
、
環
境
保
全
・
食
糧
生
産
基
地
と
し
て
こ
の
広

大
な
農
村
環
境
を
守
り
続
け
て
い
く
た
め
の
も

の
で
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

農
林
課
農
務
係
（�
３
―
3
0
9
1
）
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　４月６日に入学式を終えたばかりの新１年生が、当別小学校に元気に通っ
ています。春の全国交通安全運動期間中でもあり、街頭には交通安全指導員
や民生児童委員、教員が交通安全の旗を持ち、子供たちに交通安全を呼びか
けました。学校へ向かう児童らは「おはようございます！」と元気いっぱい
にあいさつを交わし、小雪交じりの寒さを吹き飛ばしていました。　

��������	
�
( ４月８日）

　花の季節を前に、とうべつフラワーマスター連絡会が開いた
「みんなで学ぶ花づくり」セミナー。会場の「あえ～る」には、
花づくりに興味がある主婦など３０人が集まり、町内でフラワー
マスターとして活躍し、バラづくり名人の佐藤宏司さんの話に
聞き入りました。
　佐藤さんは、ご自身の庭に咲くバラの数々を紹介した後、「よ
く観察することが大切。愛情を持ってバラの状態を理解して」
と鉢バラのせん定方法や土作りのコツなど経験談を交えて栽培
方法を伝授しました。

� ����������������������������������������������������������������������������������������
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　当別米で酒造ろう会（佐藤彰会長）が、町
内産の酒米「 初雫 」で造ったお酒の試飲会

はつしずく

を開催しました。会場のふとみ銘泉万葉
の湯には関係者や町民約 1００人が集まり、
新酒を味わいました。
　参加者は「のど越しがいい」「まろやか
で飲みやすい」と、とても好評でした。
　佐藤会長も「冷害の影響が心配でした
が、おいしく仕上がった」と満足そうでし
た。

��������	
��
(3 月 26 日）(3 月 29 日）
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　町教育委員会が新規に行う「ブックスタート」推進事業。
ブックスタートは、絵本の読み聞かせや親子で絵本を見るこ
とでコミュニケーションが深まり、子育ての基本となる子ど
もへの語りかけの有効な手段と注目されています。
　「１０カ月児検診」に「ゆとろ」を訪れた赤ちゃんとお母さん
9組は、町内の読み聞かせなどを行っているサークル「絵本交
流会」の会員から、絵本「いないいないばあ」（童心社）を見
せてもらい、絵本の楽しさや読み聞かせの大切さの説明を受
けました。親子には、絵本と図書室の新刊書案内、読み聞かせ
アドバイス集などが入ったバックが渡されました。
　バックを手にしたお母さんは「とてもうれしいです。うちで
もこの絵本をひらいて親子で楽しみたい」と語っていました。

���������	
��
(4 月 1 日）

　町文化協会は加盟団体などの「展示作品展」を開
催しました。同協会は、文化祭を観賞できなかった
方たちにも是非見てもらいたいと今回初めて冬期間
の開催をしました。　会場の公民館と当別郵便局に
は、写真やパッチワーク、刺しゅうなど１３５点が展
示され、訪れた町民は、手の込んだ作品をゆっくり
と見て回っていました。

� ����������������������������������������������������������������������������������������
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��������	
��
(3 月 26 日～２８日）

　町は、総合体育館の屋上に「ライブカメラ」を設置
しました。インターネットから当別町ホームページに
アクセスすると、このカメラが写し出す駅周辺の町の
様子を見ることが出来ます。
　画像は、１分毎に更新される静止画と、リアルタイ
ムな動画が見られます。カメラは 360°転回やズーム
などが可能で多彩な映像を配信していきます。
�町ホームページアドレス�
http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/

　平成１５年度北海道社会貢献賞（環境衛生関係功労
者）に金山保さん（中小屋）が受賞されました。
　金山さんは、長年、町保健衛生会会長やクリーン
当別推進審議会会長など環境衛生に関する数々の役
職に就き、ゴミの減量化、リサイクル対策などに積
極的に取り組みその功績が高く評価されたもので
す。
　この日、北海道石狩支庁長室を訪れた金山さんは、
石狩支庁長から表彰の伝達を受けました。

��������	
�
(3 月 2５日）

��������	
��
�
(4 月 12 日）

������������
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　町では、次の検診を実施しま

す。　事前に電話か窓口で申し込

みの上、受診してください。

��������	
��
��

�����：バスで検診センター

まで送迎します。

��������

�������～５月１１日（火）・

６月１０日（木）・７月７日（水）

������������～６月１１

日（金）・７月８日（木）

�����　7時 20 分～ 8時

���������	
��
�

������３月 31 日（水）まで

�����　8時30分～11時、1３

時～１４時（胃がん検診は、午前中

のみ）

����　北海道対がん協会札幌

検診センター（札幌市東区北２６条

東１４丁目）

��������	　表のとおり

�������　福祉課保健サー

ビス係（「ゆとろ」内・�３－２３４６）

�������
��������	
��
��

�� ��

�����

�����
��������

����������35 歳以上�����

����15 ～ 39 歳��������	�


��������40 歳以上��������	
��

��������希望者�����������	

��������40 歳以上������

����������30 歳以上��������	


��������希望者����������������������

��������30 歳以上���������	

��������40 歳以上������������	
��
���

��������30 ～ 59 歳��������

※婦人科超音波検査を希望の方は、ご相談ください。
※生活保護を受けている方は無料。

���������	
��
��������������

��������	
�
���������	
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　不眠・引きこもり・痴呆・拒食・

過食・アルコール依存・ギャンブ

ル依存・抑うつ・統合失調症（旧称：

精神分裂病）などの、本人や家族

の悩みに専門家が応じます。

▼���６月１６日（水）・1１月１７

日（水）受付時間 １3 時～ 15 時

▼�����ゆとろ（西町）

▼�����精神科医師、保健師

▼���無料

▼�������電話による事前

予約が必要です。（江別保健所精

神保健福祉係・�０１１－３８３－

２１１１）

▼����月に１回

の江別保健所での

「こころの健康相

談」も利用可能です。

同保健所までお問い

合わせください。

　町では安心して子どもを産み育

てることができる環境を整備する

「当別町子育て行動計画」を策定

します。

　委員会での意見交換を重ね、町

民のみなさんの声が反映された計

画づくりを進めます。

　会議は公開していますので、傍

聴してみませんか。

▼��　５月２０日（木）１９時

（２時間程度）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　計画の基本方向の検討

▼��　福祉部子育て担当（�３

－３０２４）
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��������������
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　町では ｢エキノコックス症 ｣の

予防対策として検診を行います。

　「エキノコックス症 ｣はエキノ

コックスという寄生虫により主に

肝臓が侵される病気です。

　キツネや犬に寄生している寄生

虫の卵は糞と一緒に排泄されま

す。その卵に汚染された山菜や沢

水を直接口にしたり、卵が付着し

た手指を介して感染します。

　キツネに触ったことがある方、

犬を飼っている方 (室内犬を含

む）、山菜取りやキャンプなどをす

る方は積極的に受診しましょう。

　希望する方は最寄りの会場で受

診してください。

▼��　小学３年生以上で過去５

年以内にエキノコックス症検診を

受けていない方。

▼�����　

６月２１日（月）

　南部地域会館（蕨岱町）

6月 23 日（水）

　中小屋会館（中小屋）

6月 30 日（水）　ゆとろ（西町）

▼��　17 時～ 18 時

▼��　無料

▼����　血液検査

▼��　福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�３－２３４６)

��������	

��������	


�� ��

　４月１日から、「当別町福祉タク

シー利用券」交付対象者の範囲が、

一部改正となりました。

　新たに、申請書の提出が必要と

なりますので、交付希望の方は、

手続きをしてください。

▼���　身体障害者手帳１～ 3

級、療育手帳Ａ判定または精神障害

者保健福祉手帳の交付を受けてい

る方で、�����������	

���������	
��
�

���������	
��
��

▼���������平成１６年４

月１日～６月３０日までは、平成

１４年分の所得税額で判定。

　平成１６年７月１日交付分からは

１５年分の所得税額で判定。

▼�����������	
�

���������	
���
��

・１４年分は所得税課税世帯であっ

たが、平成１５年分は非課税世帯

となる方。

・世帯員の異動などで、すでに非

課税世帯に変更になった方。

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・� 3 － 3019）

�������
��������	
��
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　児童手当制度が改正され、４月

１日から支給対象年齢が、小学校３

年生修了前（９歳到達後最初の年

度末）までに拡大されます。

　新たに受給対象となるお子さん

を持つ保護者の方は、福祉部子育

て担当（公務員は勤務先）で、認

定請求などの手続きを行ってくだ

さい。

��������	
�
��������	

�� ������

　なお、９月３０日までに受け付け

た改正に伴う新規請求などに限

り、特例的に４月１日または支給

要件に該当した日にさかのぼって

支給されます。

��������������

��������	�
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�
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   手続きは必要ありません。ただ

し、児童手当を受給していない方

で、受給資格がある場合は、認定

請求が必要です。

���������������

��������	
��
���

��������	
�����

�������

　現在、児童手当を受給していな

い方は認定請求が必要です。現在

すでに小学校入学前のお子さんの

児童手当を受給されている方は、

額改定認定請求が必要です。

※所得が一定額以上の場合、児童手

当が支給されないことがあります。

▼������　福祉部子育て担

当（「ゆとろ」内・� ３－３０２４）

　「巡回児童相談」は、子育てに関

する相談窓口です。お子さんのよ

り良い成長のため、是非ご利用く

ださい。（事前申し込みが必要。）

▼����6 月 29 日（火）

▼���ゆとろ（西町）

▼����　しつけ、言葉の発

達、精神発達などのあらゆる相談。

▼���　北海道中央児童相談所

の児童福祉司と心理判定員

▼����　6月１１日（金）

▼���

①相談人数に制限があります。

��������������
��������	

�� ��

（申込状況により、相談が受けら

れない場合もあります。）

②相談時間は、申込者の事情など

を考慮しながら決定します。（場

合によっては、学校の授業時間中

に設定されることもあります。）

▼�����　事前に福

祉部子育て担当（「ゆと

ろ」内・�３－３０２４）へ。



��������	 ��

��������	

��������	

�� ��

　国では、すべての人が医療保険

に加入し、お金を出しあって医療

費に充てることで、誰もが安心し

て医療機関にかかれる仕組みに

なっています。（これを“国民皆保

険”といいます。）

　国民健康保険（国保）は、医療

保険の一つで、市町村が運営し、

職場の健康保険に加入しているな

どの人以外は、すべての人が加入

する制度です。

　たとえば、２年前に退職後、国

保に未加入のままで過ごし、風

邪・病気などで病院にかかる時に

国保加入の届け出をしたとして

も、国保の加入日は、届け出をし

た日ではなく職場の保険が切れた

日（退職日の翌日）となります。

　そのため、国保税もさかのぼっ

て納めなければなりません。

　２０歳以上の学生の方は、国民年

金保険料を納める義務があります

が、保険料を猶予できる「学生納

付特例制度」があります。対象者

は大学（大学院）、短大、専修学校

などに在学する学生で、前年所得

６８万円以下が条件です。

　申請は学生証や在学証明書など

を持参の上、国保年金係で手続き

できます。

　また、学生納付特例期間は、老

齢基礎年金の受給資格期間には算

入されますが、年金額には反映さ

れません。１０年以内であれば保

険料の追納（あとから納めること）

ができますので、満額の年金を受

けるためにも卒業したら忘れずに

追納しましょう。

���������	
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　ご希望の方は、納付書・通帳・

届出印を持って金融機関で手続き

願います。

���������	

　５月 12 日・26 日の水曜日
　1 階国保年金係へお気軽に
　お越しください。
���������	


��　札幌北社会保険事務所
��　５月 20 日（木）

　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）

������
��������

�� �� 　これを「 遡及 適用」といいます
そきゅう

が、未加入期間が長いほど一度に

納める国保税が高額になり、経済

的に負担が大きくなります。

　職場の健康保険などが切れたと

きは、１４日以内に社会保険等資格

喪失証明書を持参し、役場国保年

金係で手続きをしてください。

��������～保険証を紛失

されたときは、速やかに国保年金係

で再交付の手続きをしてください。

　再交付には、免許証など身分を

証明できるものが必要です。

▼��　住民生活課国保年金係

（� 3 － 2467）
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780 円

72,300円＋（総医療費
－361,500円）×1％
      （注）   40,200円

40,200 円�������

40,200 円12,000 円����

３００円15,000 円

8,000 円

�
�

�

�

�

過去１年の入院期間
90日以下　　650 円

24,600 円�
過去１年の入院期間
91日以上　　500 円

（注）過去１２カ月間に４回以上高額医療費の支給があった場合、４回
　　目以降の限度額。
　※区分の内容など詳しくはお問い合わせください。

　老人保健法受給者や町老（マル

老）・道老受給者で、１カ月の医療

費の自己負担額が高額になり、一

定の該当要件を満たしている場合

には、自己負担限度額を超えた額

を受給することができます。

▼��������表のとおり
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▼����
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▼����　受給対象者へ郵送の

「申請書」に必要事項を記載の上、

窓口に持参してください。（領収

書は添付不要です。）

����������	
�

▼��������　

　領収書・印鑑・金融機関（郵便

局を除く）の通帳・健康保険者証・

医療受給者証

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�３－ 3019）　 
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　町教委では、地域の子ども会育

成会やＰＴＡ会などの要望に応じ

て、各町内会館などで実施する

『子ども出前講座』の講師ボラン

ティア（無償）を多数募集します。

����町内に居住されている方

▼����   味噌づくり、納豆づく

りなどの料理講座、遊び道具作りや自

然体験講座などの講師ボランティア。

▼�����住所、氏名、年齢、性

別、電話番号、講座内容を明記の

上、郵便か�で申し込みください。

▼�����５月２８日（金）　　　

▼��・���町教委社会教育課

社会教育係（白樺町「総合体育館」

内・� 2 － 3834/� 2 － 3832）
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　市町村民税の均等割が、人口段

階の区分が廃止され金額（税率）

が 3,000 円に統一されます。

���������

　納税義務がある夫と生計を同じ

にする妻で、夫と同じ市町村に住

所がある妻に対する非課税措置の

廃止。（平成１７年度分は税率が

１/２に軽減措置。18 年度から全額

課税。）

▼��　税務課税務係（�３－

２３３２）

��������	
��������

��
に総合体育館まで鍵を取りに来て

ください。）

▼������

◎使用中はマナーを守り、他の使

用者とトラブルを起こさないよう

に注意しましょう。

◎使用後は器具類を所定の位置に

戻し、ゴミは必ず持ち帰ること。

��������	
�

▼��　５月 1日～ 9月 30 日

▼����　１０時～２０時（正午か

ら13時までと、学校の授業で使用

している時間を除く。小学生の利

用は１６時３０分まで。）

▼���　毎週月曜と８月１５日・

１６日

▼���　①②ともに総合体育館

（白樺町・�２－３８3３）　

　ただし、あいあい公園パークゴ

ルフ場と少年野球場は、西当別コ

ミュニティーセンター（太美町・

�６－３３００）へ。

　 ５ 月は各施設がオープンします

ので、ぜひ、ご利用ください。

��������	

�若葉球場�阿蘇公園少年野球場

�白樺テニスコート�栄公園テニ

スコート�フラワーパークゴルフ場

�あいあい公園パークゴルフ場

�あいあい公園少年野球場

※雪解け具合により、オープン日

が変更になる場合がありますので

事前に問い合わせください。

▼������

　使用申請用紙に必要事項を記入

の上、使用する１週間前までに総

合体育館へ提出してください。

（パークゴルフ場は、申請書は必

要ありません。テニスコートも申

請書はありませんが、コート入口

が施錠されていますので、使用前

��������	
��������	
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���　町内の小中学生・高校
生とその親

※行事などで開放できない場合
もあります。

����　総合体育館
　　　　　　� 2 － 3833

　総務省と経済産業省では、「事
業所・企業統計調査、商業統計調
査及びサービス業基本調査」を１
枚の調査票で行います。
　この調査は、統計法に基づいて
実施される国の重要な調査で、諸
施策の企画、立案に重要な基礎資
料となります。５月下旬から調査
員が各事業所に伺いますので、ご
協力をお願いします。
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　町は、町民・事業

者・行政が協力し

て、ごみの減量化や

リサイクルに取り組むための行動

計画「当別町ごみ減量化アクショ

ンプラン」の策定を進めています。

　この計画に多くの方々の意見を

取り込むため、次の施設で本プラ

ンの素案をご覧いただいていま

す。みなさんからのご意見をお待

ちしています。

▼�������

役場１階町民ホール、太美出張所、

公民館、西当別コミセン、あえ～

る、町ホームページ、募集期間に

開催される町内催事会場など。

▼��　５月１日～３１日

◎ご意見は、郵便、�、メールで

お寄せください。(白樺町 58 番

地・環境対策課環境対策係・�３

－２５０３/� 3 － 3206/ Ｅメール

kankyo@town.tobetsu.hokkaido.jp
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▼企画課長～竹原陽一

▼まちづくり推進課長～三宅俊春

▼福祉課長補佐～齊藤宏

▼老人ホーム長寿園主幹～長嶋健

▼農林課長補佐～進藤理

▼商工課主幹～岡島恒男

▼税務課資産税係主査～竹田寿雄

▼財政課経理係長～小川義則

▼企画課企画振興係長～熊谷康弘

▼同課同係主査～春田秀彦

▼住民生活課国保年金係長～中出

徳昭

▼同課住民生活係主査～山本ミツ子

▼商工課観光係主査～辻好行

▼建設課土木係主査～岩城正志

▼同課用地係長～野口幸成

▼同課同係主査～木村稔

▼建設部主査（区画整理担当）～

高松悟志

▼維持管理課維持係長～木村昌幸

▼総務課総務係～首藤美紀

▼税務課税務係～鰐渕真太郎

▼同課同係～寺島丈

▼同課納税係～上田あかり

▼秘書課秘書係～遊佐博憲

▼同課情報管理係～芦川英嗣

▼福祉部主任（子育て担当）～田

中悟

▼同部西保育所主任保育士～加藤

律子

▼同部同所保育士～神田舞、佐藤

真佐実
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▼同部ふとみ保育所主任保育士～

平山秀子

▼同部東裏保育所主任保育士～高

田一魅

▼福祉課介護サービス係～櫻田克

▼農林課農務係主任～三上晶

▼建設部主任（区画整理担当）～

高島忠義

▼建設課土木係主任～首藤剛史

▼維持管理課維持係主任～稲葉真一

��������

▼管理課長～池内芳美

▼当別幼稚園副園長～佐々木恵子

▼管理課総務係～東方啓

▼同課学校教育係主任～米内勝利

▼鉄北幼稚園主任教諭～門脇一恵

▼社会教育課社会教育係長～小出

真二

▼同課同係主査～有澤和久

▼同課同係主任～川原久美子

▼教育委員会主査（スポーツ担当）

～館田憲光

▼同委員会主任（同）～北村浩二

�����

▼議会事務局庶務係主任～堀内隆行

�������

▼農業委員会事務局主幹～木村俊郎

�������

▼監査委員事務局主幹～吉村光雄

������

▼水道部参事～榮木俊男

▼浄水場長～菊池裕

����

▼当別町社会福祉協議会～森忠明

▼北海道～渡邊大亮

������

▼財政課管財係～�戸貴裕

▼福祉部子育て担当～井田洋佑

▼下水道課庶務係～有澤彰

���������	
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▼当別町～配野行雄、盛重充男、

岩木昭男、田畑洋一、前田勝行、

佐藤武志、岡本吉弘、石郷弘子

▼水道事業～大江尚司

▼����　受験願書・受験者整

理カード・写真（出願前３カ月以内

の脱帽正面上半身、縦６�×横４�）

▼�����　江別保健所または

江別保健所石狩支所

▼����������	
��

江別保健所（�０１１－３８３－２１１１）
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　北海道自然保護協会が主催する

「自然観察指導員講習会」に参加

しませんか。受講修了者は（財）

日本自然保護協会（NACS － J）の

自然観察指導員に登録できます。

▼���　６月１８日（金）～２０

日（日）の２泊３日

▼��　道民の森・神居尻地区森

林学習センター

▼��　６０名

▼��　下記へ確認のうえ、５月

２０（木）日必着で郵送してくださ

い。

▼����（社）北海道自然保護協

会（� 011 － 251 － 5465）

▼����　８月 26 日（木）　

１３時３０分～１６時

▼���　札幌市

▼������　５月31日（月）～

6月 4日（金）（郵送は 6月 4日の

消印可。）

▼�����　6,700 円分の北海

道収入証紙
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    ～クラシックステージ～
　������
　～映画音楽によるステージ～
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▼���　砂原（� 090 － 8274

－ 6453
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　消防法の規定により、次の施設

には防火管理者が必要です。

▼����

①集会場・飲食店・店舗などで収

容人員が３０人以上の不特定多数

の人が出入りする施設

②アパート・学校・事業所などで

収容人員が５０人以上の施設

▼����　６月 8日（火）・9日

（水）の２日間　１０時～１７時

▼����　当別消防署（錦町）

▼����　５月１日（土）～２６

日（水）(定員７０名になり次第締

め切り。）

▼����無料（ただし、参考図

書代 2,800 円が必要。）

▼�����　当別消防署消防課

予防係に申請書があります。（�

３－２５３７）
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　法の規定により、「危険物取扱

者免状」の交付を受けている方で、

危険物の取扱作業に従事する方

は、３年に１回、保安に関する講習

の受講が必要です。該当の方は、

受講してください。

▼����6 月 9 日・10 日・11 日、

８月 30 日・31 日。（いずれか１回

受講）

▼���　札幌市など

▼����　講習日の１0日前。

▼�����　当別消防署消防課

指導係に申請書があります。（�

３－２５３７)

����５月２９日（土）　１０時

���　篠津運河沿い　川南揚水機場

（東裏 34 線南 3号 )

※当別駅から会場までは無料バス運行

（8時 30 分～ 9時 30 分の間に２便 )

���　田植え・乗馬体験・揚水機場の見学・植樹

������定員３００人になり次第締め切り。（子供一人でも参加可

能。未就学児は保護者の同伴が必要。）

�����　５月２1日 ( 金 )

����　無料

���　昼食コーナーにて販売します。（弁当持参も可）

������　電話か�で 水土里 ネットしのつ中央 (�３－２３５９・�
み ど り

３－２５８４) へ。

�����������������

��������

�

�

�

�

����������������������������

����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������

����������	
 ����

　８月３日（火）から６日（金）までの４日間、「道
民の森」に北方圏地域（アラスカ、北欧、ロシア
など）の高校生が集い、環境問題をテーマに
「ユースエコフォーラム２００４」が開催されます。
　町では、このフォーラムを支援するサブス
タッフとして、町在住または当別高校に通う高校生を募集します。
　環境問題や国際交流に興味のある方には、絶好の機会ですので、
是非参加してみてはいかがでしょうか。

　参加を希望する方、詳しい内容を知りたい方は、環境対策課環境

対策係（ �３－２５０３）までご連絡ください。

　石狩川下流域で

は、毎年、５月に川

が汚濁すると漁業

関係者からの指摘があります。

　５月は、石狩川河口周辺でサケ

やニシン、ヒラメの稚魚が回遊し

ています。また、河川ではヤツメ

ウナギやワカサギの産卵期を迎

え、関係者は河川汚濁には特に神

経を使っています。
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�
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�

�� ��

　同じ石狩川水系の流域で生活す

る農業者として、この時期に行う

代かき作業にあたっては、特に、

次の点に注意してください。
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▼
白
田
路
明
（
登
別
市
）・
ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
（
千
葉
ル
ミ

委
員
長
）
か
ら　

万
円

２０

▼
大
江�
子
さ
ん
（
東
裏
）
か
ら　

万
円

１０

▼
武
井
久
幸
さ
ん
（
北
栄
町
）
か
ら　

万
円

１０

▼
宇
川
キ
ミ
さ
ん
（
西
町
）
か
ら　

万
円

１０

▼
丹
野
惠
作
雄
さ
ん
（
東
裏
）
か
ら　

万
円

１０

▼
越
智
由
秋
さ
ん
（
幸
町
）
か
ら　

万
円

１０

▼
当
別
町
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
（
高
橋
登
会
長
）

か
ら
５
万
円

▼
上
谷
妙
子
さ
ん
（
錦
町
）
か
ら
５
万
円

▼
三
橋
正
一
さ
ん
（
西
町
）
か
ら
５
万
円

▼
酒
井
ひ
さ
よ
さ
ん
（
太
美
町
）
か
ら
１
万
円

▼
東
町
婦
人
会
か
ら
６
千
円

▼
匿
名
の
方
か
ら
５
万
円

▼
Ｊ
Ａ
北
い
し
か
り
女
性
部
当
別
ブ
ロ
ッ
ク

（
市
川
栄
子
代
表
）
か
ら
タ
オ
ル
１
５
０
枚

▼
川
下
老
人
ク
ラ
ブ
（
原
田
敏
雄
会
長
）
か

ら
雑
巾　

枚
・
タ
オ
ル　

枚

９５

１０

�
�
�
�
�
�
�
�

▼
J
A
北
い
し
か
り
女
性
部
西
当
別
ブ
ロ
ッ

ク
当
別
太
支
部
（
秋
吉
静
江
支
部
長
）
か
ら

雑
巾　

枚
６５

�������������

� 144127����

101�����

� 296839�����

　5月はレジャーや行楽などで特に
車を利用する機会が増え、交通事故
が急増する時期です。
「観光」や「ドライブ」など、レジャー
目的で走行中に発生する人身事故
は、約 14%を占めています。
　多い事故としては「追突」「出会い
頭」、死亡事故では「単独」「正面衝突」
が 2/3 近くを占めています。
　スピードの出しすぎや無謀運転を
止め、ゆとりある運転で楽しいドラ
イブをしましょう。
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清
水　

か
ね

佐
々
木
サ
ダ
子

青
沼　
 
稲
吉 

い
な
き
ち

間
嶌　
�
 
司

    
ゆ

う

じ

村
上
ヨ
シ
ノ

三
橋
ト
ミ
エ

椛
澤　

ハ
ツ

大
江　
 
一
幸 

か
ず
ゆ
き

佐
々
木
ナ
ツ
ノ

佐
々
木 
清
志 

き

よ

し

三
浦　
 
政
人 

ま
さ
ひ
と

松
岡　

テ
イ

佐
藤　
 
進
一 

し
ん
い
ち

越
智 
由
紀
子 

ゆ

き

こ

田�
　

周
市

    
し
ゅ
う
い
ち

柳
川　
 
照
子 

て

る

こ �
�〈　

〉
96

〈　

〉
69

〈　

〉
79

〈　

〉
56

〈　

〉
81

〈　

〉
87

〈　

〉
81

〈　

〉
67

〈　

〉
90

〈　

〉
56

〈　

〉
40

〈　

〉
84

〈　

〉
90

〈　

〉
62

〈　

〉
94

〈　

〉
56

�
�
�

�　

義 

　

正 
本　

人 

本　

人 

ス
ミ
子 

正　

一 

一　

弘 

本　

人 

本　

人 

本　

人 

本　

人 

本　

人 

　

彰 
由　

秋

一　

利

　

茂 

��
�

北
栄
町

六
軒
町

末　

広

末　

広

樺
戸
町

西　

町

弁
華
別

東　

裏

北
栄
町

春
日
町

太
美
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

春
日
町

金　

沢

幸　

町

茂
平
沢

西　

町

�
�
�
�
�
�
�

■
丹
野 
信
雄 
さ
ん
（
東
裏
）

の

ぶ

お

　

平
成　

年
4
月
6
日
逝
去
（　

歳
）

１６

７９

　

昭
和　

年
町
政
功
労
者
賞
受
賞

56

�
�
　

当
別
町
議
会
議
員
と
し
て
8
年
間
、

消
防
団
員
と
し
て
7
年
間
、
駐
在
員
と
し
て

6
年
間
、
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
3
年
間

な
ど
、
長
年
に
亘
り
町
政
発
展
の
た
め
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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▼
当
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
西
川
庄
一
会

長
）
か
ら
児
童
図
書　

冊
５２
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�
�

▼
ト
ー
ホ
テ
ッ
ク
㈱
か
ら
児
童
図
書　

冊
83

　無駄な生命保険、わかりにくい生命保険をやさしく解説
し、ご自身の保険の見直しなどに役立つセミナーです。終
了後、個別証券分析も行いますので、ご希望の方は保険証
券をご持参ください。ご夫婦で是非ご参加を。
���　５月２９日（土）　１３時～１５時
���　西当別コミュニティーセンター（太美町）
���　１０名（要予約）
����　無料
���　北海道生命保険相談会小池（� 011 － 641 － 0213）
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����毎週火・金曜　
　　　９時３０分～１２時
��　総合体育館（白樺町）
��　月額７００円（体育
館使用料を含む）
��　見学を兼ねて活動
日においでください。　

������������������������������������������������������������������������������������
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　希望者は交通安全推進委員会

（「町青少年センター」（錦町）内・

�３－２７１１）にご連絡ください。
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No.308

����

������
�����������	
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�

����5月６日

　　　　13時～ 16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�3－3019）へ。

���������	
��

����５月１３日、５月２７日

　　　　13時～ 16時
�����　町社会福祉協議会
（�２－２３０１）へ。

����������������

�����������4 月 1 日現在�
 （　）は前月との比較

�������人��������

����������������

�������������

��������������

���������	
����
���

��������	
���
����

��������	
��
�����

　北海道から委嘱された相談員が、身体に障害のあ
る方や知的に障害がある方、保護者の方の福祉に関
する相談を受けています。秘密は厳守されます。

���������	� ���������	�

　三野宮一芳さ
ん

 ( 末広�３－３０５５）
　中川治子さ

ん

（川下�２－３２４３）
　畠山貞一さ

ん

（川下�６－ 2663）
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　健康づく
りのため、
毎朝みんな
でラジオ体操をし
ませんか。
�期間　
５月２日（日）～
1０月１１日（月）
�時間　６時３０分
�場所　阿蘇公園
（元町）
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　平成１６年度版ごみカレン
ダーの、５月カレンダーに印刷
漏れがあり、��������
�������

��������

��������

　月曜日が「燃や
せるごみ」の収集
地区は、通常どおりごみス
テーションに出してください。
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13：00 ～
15：00

��日 火
��日 月

���

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産
期を過ごしましょう。

���������	�
�
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�
�
�
�
�
	



受付 13：00
～ 14：00

��日 月該当の日程を対象者へ通知します。

お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食

など、日ごろの悩みを解消しましょう。

����������	


受付 13：00
～ 14：00

��日 金���������	


13：00 ～
13：30

��� ��日 火
������日 木4 歳未満　

ツ反判定が陰性のお子さんに BCG を接種
します。（予約不要）

��������	


������� 火�
������� 木

����������

各医療機関の診療時間内の
午前中

���

40 歳から糖尿病や高血圧など生活習慣病の
チェックができます。

�������

�
�
�
�

受付 7：20
　～ 8：00

��日火
����日 木バスで札幌の検診センターへ行き、胃・肺・

大腸・子宮・乳のがん検診を受けられます。
�������

��������
����日 金���

上記の日程以外でご希望の場合は事前に予約し、札幌の検診センターで受診できます。���������

9：30 ～
11：30

��日 水

���

保健師や栄養士が健康についての相談に
応じます。

����

9：30 ～
11：30

��日 金
健康運動指導士が個別の運動方法をアド
バイスします。

������

毎週月・金曜
必要な方はゆとろの運動器具を使った運
動実践ができます

10：30 ～
14：30

��日 水
脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に
不自由さがある方。

������

10：30 ～
14：30

��日 水
脳卒中など同じ病気を持つ仲間と交流や親
睦をはかりたい方。

�������

10：00 ～
12：00

��日 木外に出る機会の少ない高齢の方。���

10：30 ～
14：30

��日 火���外に出る機会の少ない高齢の方。�������

18：30 ～
20：30

 �日  祝����
お酒で悩んでいる方とその家族。

��� ��日  月 ���

申込・詳細は日中は江別保健所� 011 － 383 － 2111、夜間は工藤� 2 － 2510 へ。
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要予約�����������������

要予約������������������	
��

����������������

������������������
���������	�

要予約���������������

������������������������
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DPT�生後３カ月～ 90 カ月未満

DT   � 11 歳・１２歳

麻しん�生後 12 カ月～ 90 カ月未満

風しん�生後 12 カ月～ 90 カ月未満

■印の機関は事前に予約してから予防

接種を受けてください。
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Hospital
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新
た
に
お
弁
当
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
弁

当
の
お
か
ず
は
油
物
が
多
め
で
野
菜

が
少
な
め
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、
油
控
え
め
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
お
弁
当
向
け
の
お
か
ず
を
紹
介

し
ま
す
。

�
�
�
��
�
�
�
��

豚
ひ
き
肉
＝　
�100

た
ま
ね
ぎ
＝　
�
（�
個
）

30

生
姜
＝�
か
け

ご
ま
油
＝
小
さ
じ
１
杯

し
ょ
う
ゆ
＝
大
さ
じ
２
杯

砂
糖
＝
小
さ
じ
２
杯

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
＝
少
々

キ
ャ
ベ
ツ
＝　
�
（
大
3
枚
）

150

片
栗
粉
＝
少
々

ケ
チ
ャ
ッ
プ
＝
適
量

�
�
�
�
�

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
１
枚
ず
つ
は
が
し

茹
で
て
（
ま
た
は
ラ
ッ
プ
に
包
み
レ

ン
ジ
で
２
分
加
熱
）
１
枚
を
４
等
分

位
の
大
き
さ
（
７�
正
方
形
位
）
に

し
て
、
ザ
ル
ま
た
は
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
よ
く
水
気
を

切
っ
て
お
く
。

②
た
ま
ね
ぎ
・
生
姜
は
み
じ
ん
切
り
に

す
る
。

③
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を

入
れ
、
そ
の
中
に
②
と
ひ
き
肉
を

入
れ
て
炒
め
、
し
ょ
う
油
・
砂
糖
・

塩
・
コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
す
る
。

④
①
の
茹
で
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
上
に
、

片
栗
粉
を
少
々
引
い
て
か
ら
③
の

具
を
の
せ
包
み
込
む
。（
片
栗
粉
を

引
く
こ
と
で
水
気
を
吸
収
し
ま
す
）

破
れ
て
し
ま
う
場
合
は
キ
ャ
ベ
ツ

を
２
枚
重
ね
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
④
を
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
レ
ン
ジ
加

熱
し
（
加
熱
時
間
は
２
個
で　

秒
）

５０

最
後
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を
の
せ
て
出

来
上
が
り
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

＊
加
熱
す
る
と
水
気
が
出
て
お
弁
当

の
お
か
ず
と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
キ
ャ
ベ
ツ
で
す
が
、
加
熱
後
、

水
気
を
切
っ
て
か
ら
調
理
す
る
こ

と
で
、
お
弁
当
向
け
の
水
気
の
出

な
い
お
か
ず
に
。

＊
ま
と
め
て
作
っ
て
ト
レ
イ
に
の
せ

て
ラ
ッ
プ
（
ま
た
は
ジ
ッ
プ
ロ
ッ

ク
）
し
、
冷
凍
し
て
お
く
と
便
利
で

す
。（
冷
凍
し
た
場
合
の
加
熱
時
間

は
２
個
で
１
分　

秒
）

３０

�
�
�
�
�
�
�

エ
ネ
ル
ギ
ー
＝　

キ
ロ　

20

cal

た
ん
ぱ
く
質
＝　
�0.5

脂
質
＝　
�0.4

食
物
繊
維
＝　
�0.3

塩
分
＝　
�0.5

カ
ル
シ
ウ
ム
＝
8�

鉄
分
＝　
�0.1
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広
報
「
と
う
べ
つ
」
5
月
号　

平
成　

年
5
月
1
日
発
行　

通
巻　

号　

編
集　

企
画
部
秘
書
課

16

608
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　手作りの心温まる広報誌を発行して１年。「発
行したすぐから次の紙面づくりを考えている」と
いう原さんが当別町民になったのは平成１４年７
月。それまでは月形町の社会復帰施設で約２５年
間集団生活を送っていました。
　訪問看護や配食サービスなど生活のサポートを
得て当別町に移り住み、１１月に新聞報道で“つく
し共同作業所”のことを知り「お友達づくりから
始めたい」と作業所に通い始めました。
　原さんは「月形の施設で広報誌を作った経験も
あり、昨年１周年を迎えたつくし作業所の活動を
もっと町民に知ってもらいたかった」と広報誌づ
くりのきっかけを振り返ります。
　「平成１５年６月の第１号発行の時はみんなに見
てもらえるかなと不安が一杯でしたが、激励の電
話をもらったり、多くの人が見てくれたことが分
かってとても嬉しかった」と語ります。
　年４回発行する広報誌は原さんを筆頭に、ボラ
ンティアの学生などで７～８名が役割分担して紙
面を作っています。表紙のイラストは、すべて原
さんが担当し自分で描かないと気がすまないと
いうほど力が入っていて、手書きの紙面づくりと
共に、第１号からこだわりを持ち続けています。
広報誌を手書きで発行することで作り手の温か
さが感じられます。
　また、原さんの独自の視点で見る「ゆとろでお
世話になった人々」シリーズや「医療大学で精神
保健福祉論の特別講師をした大学講義の報告」な
ど、どのような紙面にしたら喜ばれるかと常に考
えて構成しています。

　スタッフ・ボランティアの方と２カ月前から編
集会議を重ね、手作業で約2,000部の製本を行い、
出来上がるのが毎回とても楽しみで苦労が報わ
れると顔をほころばせます。
　出来上がった広報誌は、原さんが当別町に住ん
でからイベントなどに参加することなどで広げ
たネットワークを使い知人に直接配ったり、広く
町民に読んでもらえるよう町内会の回覧を利用
するなどしたくさんの人に手にしてもらうため
に努力しています。また、毎号を『おはよう町長
室』で町長に届けたりもしています。
　つくし作業所の広報誌づくりからつぎつぎと世
界を広げる原さんは「当別に来ていろんな人にお
世話になりました。これからは自分が当別町で
障害者やお年寄りなどを介護できる立場になり
たいと思っています」と強い思いを持ってホーム
ヘルパー３級の資格取得を目指す意欲に燃えてい
ます。
　「当別町を福祉のまちにしていきたい」と大き
な夢を語る原さんは、更なる活動をつくし作業所
のスタッフと進めていくことでしょう。
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